
愛媛大学農学部附属農場放牧地

における植生調査

Ⅱ春季の植生

村上徹＊・河原茂＊・栗原昭三*＊

前報')において愛媛大学農学部附属農場放牧地の夏季植生について報告したが,今回は春季の植生に

ついて調査したのでその結果を報告する。

放牧地の立地条件および放牧方法は前報')と同様である。

調 査方法

調査は草種および植生について行った。

１．草種の調査：平成元年４月９日に調査した。

２．植生調査：西方に面する４牧区と南面の６および７牧区から無作為に各llTfを抽出し,草種・

草丈・本数・被度・頻度・生草重および乾物重を調査した□４牧区については平成元年４月９日

に、６および７牧区については４月25日に調査した。

結 果

1．草種の調査

草種は表－１に示す通りである。４牧区には１８科38種の草種が確認された。それらの内イネ科

のものが９種（24％）と最も多く，キク科が６種（16％）でこれにつぎ，マメ科およびタデ科は

各３種（８％)，ヒユ科，アブラナ科，ナデシコ科は各２種（５％)，キンポウゲ科，アオイ科．

シソ科，フウロソウ科，トクサ科，ゴマノハグサ科，スミレ科，アカネ科．カタバミ科，オオバ

コ科およびムラサキ科は各１種であった。

２．植生の調査

植生は表－２，３および４に示す通りである。

（１）４牧区の植生

①草種：lnf当たりの草種は６科７種であった。それらの内タデ科が２種であり，ナデシコ

科，イネ科，マメ科，ゴマノハグサ科およびキク科は各１種であった。

②草丈：ケンタッキー31フェスクが98cm，ウシハコベが50cm、他は30cm以下であった．
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③密度：１ｍ当たりの本数は1,988本であり,本数榊成率はケンタッキー31フェスクが49.3％

と最も高く，次いでウシハコペが39.6％，シロクローパが7.3％であり，この３種で96.2％を

占めた。

④被度：ウシハコペが75％以上を占めて被度指数４，ケンタッキー31フェスクが25％を占め

て被度指数２であった。オオイヌノフグリ，ギシギシは25％未満で被度指数ｌ，他は５％未

満で被度指数は＋であった。

⑤頻度：ケンタッキー31フェスクが40～60％のＣ，オオイヌノフグリが20～40％のＢ，他の

草種は20％以下のＡであった。

⑥生草重：１㎡当たりの生草重量は2,515ｇであった。その内ウシハコペが9809(39％)，ケン

タッキー31フェスクが7059（28.0％)，ギシギシが7009（27.8％）であり．この３種で生草

重量2,3859（94.8％）であった。

⑦乾物重：lmf当たり全乾物重量は85.21ｇであった。その内ケンタッキー31フェスクが35.72

9（41.9％)，ウシハコベが26.479（31.1％)，ギシギシが20.229（23.7％）であり，この

３種で82.419（96.7％）であった。

(2)６牧区の植生

①草種：１㎡当たりの草種は５科８種であった。それらの内イネ科が３種，マメ科が２種で

アカネ科，シソ科，カタパミ科は各１種であった。

②草丈：ケンタッキー31フェスクが97cm，イヌムギが51cm，ヤエムグラが45cm，ホトケノザ

が43cm、シロクローパが34cm，他は30cm未満であった。

③密度：ｌｍＦ当たりの本数は1.150本であり.本数構成率はケンタッキー31フェスクが60.7％

と最も高く，次いでシロクローパが20.1％，ヤエムグラが６９％，カタパミが5.7％，パヒア

グラスが5.2％であり，この６種で98.6％を占めた。イヌムギ，スズメノエンドウは２～１本

であった。

④被度：ケンタッキー31フェスクが75％以上を占めて被度指数４であった。他の草種は25％

未満のｌないし５％未満の＋であった。

⑤頻度：ケンタッキー31フェスクが80％以上のＥ、シロクローパとヤエムグラが60～80％の

Ｄ，ホトケノザが20～40％のＢ，他の草種は20％未満のＡであった。

⑥生草重：１㎡当たりの生草重量は2,3469であった。その内ケンタッキー31フェスクが１，９４５

９（82.9％)，パヒアグラスが1659（7.0％)，シロクローパが919（3.9％）であり，この３

稲で生草重量は2,2019（93.8％）であった。

⑦乾物重：ｌｍＰ当たりの全乾物重量は82.26ｇであった。その内ケンタッキー31フェスク69.08

9（84.0％)，パヒアグラスが4.799（5.8％)，シロクローパが3.649（4.4％）であり，こ

の３種で77.519（94,2％）であった。

(3)７牧区の植生

①草種：１㎡当たりの草種は６科６種であった。すなわちイネ科，マメ科、シソ科，キク科，
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アカネ科，ゴマノハグサ科であった。

②草丈：ケンタッキー31フェスクが82cm，ヤエムグラが34cm，アレチノギクが33cm，他のも

のは30cm以下であった。

③密度：1㎡当たりの本数は756本であり,本数構成率はケンタッキー31フェスクが80.8％と

最も高く，次いでホトケノザが7.9％，オオイヌノフグリが5.7％，ヤエムグラが4.2％であり，

他は１％未満であった。

④被度：ケンタッキー31フェスクが50％以上を占めて被度指数３であった｡他の草種は5％未

満の＋であった。

⑤頻度：ホトケノザ，ヤエムグラおよびオオイヌノフグリは20～40％のＢ，スズメノエンド

ウ，アレチノギクおよびケンタッキー31フェスクは20未満のＡであった。

⑥生草重：lnf当たりの生草重量は1,3469であった。その内ケンタッキー31フェスクが1,250

9（92.9％)，ホトケノザが509（3.7％)，ヤエムグラが209（1.5％)，オオイヌノフグリが

１５９（1.1％）で，他の草種は109未満であった。

⑦乾物重：１㎡当たりの全乾物重量は48.029であった｡そこ内ケンタッキー31フェスクが44.21

9（92.1％)，ホトケノザは1,909（4.0％）で，他は１９以下であった。

察

今回の調査について若干の考察を加えてみたい。

（１）草種：当放牧地の春期の草種は18科38種に及ぶが，飼料価値の高いイネ科およびマメ科の

草種は１２種で，全体の32％にすぎない。他の大部分は在来の野草であり，噌好性・栄養価・収

量等からみて利用価値が低い｡これらの野草が存在することによる問題点は２つに分けられる。

１つは，キク科のアレチノギクやアザミのように噌好性が低いために採食されずに残り，結果

として優先草となり，他の牧草の生育を妨げるものである。タデ科のイヌタデ，ギシギシおよ

びスイパも噌好性が低く，アレチノギクやアザミと同様な害作用を及ぼす。他の１つは，有毒

植物の場合である。当放牧地にはキンポウゲ科のセンニンソウが生育していた。センニンソウ

は畦畔や原野に普通に見られる草種であるが，家畜は本能的に毒草を摂取しない。しかし誤食

することも考えられるので除去したい。他の草種は放牧地が荒廃した結果として生育している

ものなので，草地の改良が進めば減少するものと考えられる。

（２）植性：ケンタッキー31フェスクは各牧区とも密度，被度・頻度，生草重量，乾物重量いず

れからみても優先草である。各牧区において生草重で５％以上を占める草種は，４牧区の場合

はケンタッキー31フェスクが41.9％，ウシハコベが31.1％，ギシギシが23.7％で，ケンタッキー

３１フェスクが優先草となり，ウシハコベ，ギシギシはともにやや湿潤な土壌を好むので４牧区

の湿地に多く生育していた。６牧区ではケンタッキー31フェスクが82.9％と，ここでも圧倒的

に多く，次いでパヒアグラスが7.0％であるが．パヒアグラスは耐干性に優れるので，南西に面

した急傾斜地の６牧区に定着したものと考えられる2〕。７牧区はケンタッキー31フェスクのｌ草
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あとがき

今回は春季における植生調査を実施したが，牧草としてはケンタッキー31フェスクが最も多く，生

草重量で28.0～92.9％，乾物重量で41.9～92.1％を占めた。他にもシロクローパーやパヒアグラスも

生育しているが乾物重量で１０％に満たない。その他多くの雑草があったが，乾物量について４牧区の

ウシハコベおよびギシギシ以外はわずかであった。
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棚で92.0％を占める。ケンタッキー31フェスクは重粘土壊に適し，強酸性土壊にも耐えてあら

ゆる土壌に生育するので3),土塊条件の悪い所ほど優先の度合いが高い。lITf当たりの生草重量

では４牧区が2,5159と最も多く，６牧区が2.3469でこれにつぎ、７牧区は1.3469と４牧区の

50％であった。

I夏

表－１４牧区の草棚
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科名 草種名 科 名 草種名

イネ科

キク科

マメ科

ケンタッキー31フェスク

オーチャードグラス

イタリアンライグラス

イヌムギ

スズメノカタビラ

チカラシパ

カモジグサ

ササ

パヒアグラス

アレチノギク

シロパナタンポポ

アザミ

ヨモギ

フキ

ハハコグサ

シロクローパ

カラスノエンドウ

スズメノエンドウ

タデ科

ヒユ科

アブラナ科

ナデシコ科

キンポウゲ科

アオイ科

シソ科

フウロソウ科

トクサ科

ゴマノハグサ科

スミレ科

アカネ科
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表－３６牧区の植生

表－２４牧区の植生

(注ｌ）被度は冠部被度とし

被度100～75％：被度指数４

７ ５～50％：〃３

５０～25％：〃２

２５～５％：〃１

５～０％：〃十

(注２）頻度は20％以下：Ａ

２０～４０％：Ｂ

４０～６０％：Ｃ

６０～８０％：，

８０～100％：Ｅ

－２１－

(注１）被度は冠部被度とし

被度100～75％：被度指数４

７ ５～50％：〃３

５０ ～ 2 5 ％ ： 〃 ２

２５～ ５ ％ ： 〃 １

５ ～０％：〃＋

(注２）頻度は20％以下：Ａ

２０～４０％：Ｂ

４０～６０％：Ｃ

６０～８０％：，

８０～１００％：Ｅ

草 種 草丈(c､） 本数 本数構成率(％） 被度 頻度 生草重(９） 乾物重(９）

ケンタッキー３１フェスク 9８ 980 4９．３ ２ Ｃ 705 35.72

ウシハコ ベ 5０ 788 39.6 ４ Ａ 980 2６．４７

シロクロ－パ 2５ 145 ７．３ ＋ Ａ 6５ １．２７

オオイヌノフグ リ 3０ 4４ ２．２ １ Ｂ 5０ １．３５

ギ シギシ 2８ １６ ０．８ １ Ａ 700 2０．２２

ス イ（ 2５ 1１ 0.6 ＋ Ａ ５ 0.08

ヨ モギ 2４ ４ ０．２ ＋ Ａ 10 ０．１０

今
言十口 1,988 100.0 ２，５１５ 8５．２１

草 種 草丈(c､） 本数 本数構成率(％） 被度 頻度 生草重(９） 乾物重(９）

ケンタッキー31フェスク 9７ 698 6０．７ ４ Ｅ 1,945 69.08

バヒアグラ ス 2７ 6０ 5.2 １ Ａ 165 ４．７９

シロクロ－パ 3４ 231 2０．１ １ ， ９１ ３．６４

ヤエムグ フ 4５ 7９ 6.9 １ ， 8４ ２．５９

ホトケノザ 4３ 1４ 1.2 ＋ Ｂ 4６ 1．７７

イ ヌムギ 5１
ワ
】 0.2 ＋ Ａ １０ ０．２５

カタパミ 1８ 6５ ５．７ 十 Ａ ４ 0．１１

スズメノエンドウ 2７ １ 0.1 ＋ Ａ １ 0.03

合 計 １，１５０ 100.1 2,346 8２．２６



(注２）頻度は20％以下：Ａ

被度100～75％：被度指数４

(注ｌ）被度は冠部被度とし

表－４７牧区の植生

20～４０％：Ｂ

40～６０％：C

60～８０％：Ｄ

80～100％：Ｅ

％
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％
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０
５
５
０

５
２

－
－
へ
一

５
０
５
５

７
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２

３
２
１
十

″
″
″
″

－２２－

草 種 草丈(c､） 本数 本数構成率(％） 被度 頻度 生草重(９） 乾物重(９）

ケンタッキー31フェスク 8２ 611 80.8 ３ Ａ 1,250 4４．２１

ホ ト ケノザ 2５ 6０ ７．９ ＋ Ｂ 5０ 1.90

ヤエムグ フ 3４ 3２ ４．２ ＋ Ｂ 2０ 0.65

オオイヌ ノ フ グ リ 2８ 4３ ５．７ 十 Ｂ 1５ 0.75

スズメノエンドウ 2３ ６ ０．８ 十 Ａ ３ 0.19

アレチノギク 3３ ４ 0.5 ＋ Ａ ８ 0.32

合 計 756 99.9 1,346 4８．０２


